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３．事後評価結果 

 

機械学習の根幹を成す学習データのメタデータ付与に着目し、クラウドワーカなどが高速かつ正

確にメタデータを付与するための、ユーザインタフェースやインタラクションデザインの在り方を

探求する、極めて独自性の高い研究に取り組んだ。いくつものアプリケーションツール構築を通し

て課題を明らかとしながら、より高度なメタデータ付与作業の支援に取り組むという研究プロセス

は、当該研究課題には適切なアプローチであったと考えられる。査読つき国際会議に 6本採択され

るなど、積極的に対外発表に努めたことも高く評価できる。構築したサービスを公開するなど研究

成果を社会展開していくことが今後期待される。 

  


